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農山漁業等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

(2) 地域ふれあい活動 

ＪＡ八戸（青森県） 

新規 継続 

 
○ 

（平成 26 年 4 月） 

 

1 動機 

（経緯） 

地域の農業・生活・食文化・伝統を守り引き継ぎながら、将来にわたり地域に必

要と思われるＪＡであるために、地域に貢献し、元気を発信する支店を目指し、 

組合員・地域住民が中心となった支店独自の活動を行っています。 

 

2 概要 各支店単位で「地域ふれあい活動プラン策定委員会」を設置し、当年度の活動

内容の素案を作成。その後、各支店に設置している「支店運営員会」に諮り、

活動・イベント内容を決定し、「地域ふれあい活動」を実施しています。 

「支店運営委員会」のメンバー構成は、支店管内の農産物生産部会員、青壮年部

会員及び女性部会員、准組合員等から構成されています。（15名程度） 

 

3 成果 

（効果） 

平成 28年度の取組み内容としては、全 14支店で 7月～11月に地域の方々とのふ

れあい祭（農産物販売・女性部屋台コーナー、各種イベント等）や、市町村で行

っている産業まつり等への参加、グランドゴルフ大会、親子しめ縄づくり等、多

種にわたっての行事となり、参加人数は全体で約 3,500 名ほどでした。各支店の

報告によると、参加者の反応も良かったとのことで、これまで当ＪＡで継続的に

行ってきたことが、地域の方々に理解・評価していただいていると感じています。 

 

4 今後の予

定（課題） 

支店地域ふれあい活動の周知方法（現在、毎月の広報誌等配達地区のみ）や 

イベントの事前準備作業に係る人員、時間の確保が課題と認識しております。 
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